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やがて、線路との出会い。遮断機も何もない。⾃⼰責任。 
少年時代を思い出す。数少ない、記憶だが、同じような場所に、いた様な・・・ 

初見。広々として、線路は、⼀直線。 
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山はみどり 野に花 人にはこころ 
 
 
 

   
 
 

邪魔くさがらず、フットワークよく、駐停⾞。前⽅は勿論、後⽅も確認して 
やがて、ラッキー、スマイル、オン、ミー。 

 
 
 

 


